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戸
籍
に
用
い
ら
れ
る
文
字

　

氏
名
の
文
字
は
、
人
の
同
一
性
を
識
別

す
る
た
め
に
社
会
生
活
上
重
要
な
も
の

で
す
が
、
手
書
き
か
ら
始
ま
っ
た
戸
籍
の

記
載
は
、
書
き
癖
や
崩
し
文
字
に
よ
り
、

辞
書
に
載
っ
て
い
な
い
字
で
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
戸
籍
電
算
化
後

は
、
常
用
漢
字
や
人
名
用
漢
字
な
ど
、
そ

の
文
字
に
対
応
す
る
正
字
に
置
き
換
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

置
き
換
え
ら
れ
る
文
字
の
例
の
一
部

は
、左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
の
電
算
化
に
よ
り

文
字
が
正
字
に
置
き
換
え
ら
れ
る
方
（
本

町
に
本
籍
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
）に
は
、

２
月
中
に
役
場
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
正
字
へ
の
置
き
換
え
は
氏
名
そ

の
も
の
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
た

め
、
町
発
行
の
国
民
健
康
保
険
証
な
ど

は
、そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な

ど
は
自
動
的
に
戸
籍
と
同
じ
表
記
に
な

り
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
申
し
出

　
「
氏
」や「
名
」が
辞
典
に
載
っ
て
い
な
い

文
字
の
場
合
、
申
し
出
に
よ
り
常
用
漢
字

や
人
名
用
漢
字
に
変
更
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、現
在
の
戸
籍
で「
吉
」と
記
載

さ
れ
て
い
る
場
合
、
戸
籍
電
算
化
後
も

「
吉
」の
ま
ま
で
す
が
、
申
し
出
を
す
る
こ

と
で「
吉
」と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
電
算
化
移
行
後
は
、戸
籍
謄
本
、抄
本

の
名
称
や
書
式
、
様
式
な
ど
が
変
わ
り

ま
す
。

　
戸
籍
謄
本
は「
全
部
事
項
証
明
」に
、戸

籍
抄
本
は「
個
人
事
項
証
明
」に
な
り
ま

す
。手
数
料
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
来
月
の
広
報
で
は
、
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
の
例


邊
・
邉⇒

「
辺
」


隆⇒

「
隆
」


⇒

「
英
」


原⇒

「
原
」

　

申
し
出
を
希
望
す
る
方
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
上
、
町
民
課
窓
口
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

文
字
に
よ
っ
て
は
直
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
番
表
示
の「
の
」を
削
除

　

本
籍
や
住
所
の
地
番
表
示
に
「
の
」
が

つ
い
て
い
る
場
合
、
電
算
化
後
は「
の
」が

つ
か
な
く
な
り
ま
す
。

　
（
例
）現
在
／
１
番
地
の
２

　
　
　
　
　
　
　
←

　
　
　

電
算
化
後
／
１
番
地
２

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
町
民
課
住
民
係

☎
４
８
２
‐
２
９
３
４（
課
直
通
）ま
で
。

置き換えられる文字の例

第２回

使用できない文字 電算化後

・ ➠ 藤
・ ➠ 邊
眞 ➠ 眞
 ➠ 博
 ➠ 喜
 ➠ 善
齋 ➠ 齋
 ➠ 伊
泰 ➠ 泰
裕 ➠ 裕

　町では、戸籍を正確に作成し、証明の発行を速やか
に行えるよう、電算化に向けて準備を進めています。
　今月は「氏」や「名」の文字についてお知らせします。


